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はじめに

この度は本誌を手に取っていただき誠にありがとう
ございます。第２３号では、２０１８年度の活動の
一部を掲載しております。例年よりも部員が多かっ
たことも手伝い、どの活動にもより一層の力を込め
て取り組むことの出来た一年でした。
この本を通して、私たちの活動に興味を持っていた
だければ幸いです。
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図書館サポーターとは

学生目線で図書館をより良くしていこうと活動する梅光
学院大学のボランティア団体です。

POP(書店や図書館などに並べられている棚にキャッチ
コピーやイラストを載せた広告)を作ったり、オープンキャ
ンパスで大学図書館の案内をしたり、他にも図書館に関わ
る様々なことに取り組んでいます。
活動は年々変化します。新しいことに挑戦していくとと

もに、利用者一人一人 が居心地の良い図書館だと感じてい
ただけるよう日々努力しています。

図書館や大学の役に立つ
活動を通して成長を目指す
隣人を自分のように愛す

(マルコによる福音書12章31節より)

図書館と人を育てる

理念

目標

梅光学院大学図書館公式
キャラクター
通称、ライちゃん。
地球から遠く離れたライ
ブラリアン星からやって
きた偉大なる王らしいが
詳細は不明。
本が好き。本を読む人が
好き。図書館が大好き。

ライブラリアン１３世
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先生のオススメ本棚とは？
多くの人が利用し楽しめる図書館

を目指した図サポ企画です。
2017年の第7回大学図書館学生

協働交流シンポジウムで発表し実行
しました。そして現在も継続しつづ
けている企画の一つになりました。

先生のオススメ本棚 2017.9～
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2017年９月
第7回大学図書館学生協働交流
シンポジウムで企画案を発表

①企画に参加してほしい先生を決める。
②先生に参加のお願いをする。
③許可を頂いた先生方に選書と紹介文をお願いする。
④選書された本をサポーターが図書館で探す。
⑤紹介文をもとにサポーターでPOPを作成する。

2017年11月企画着手

先生方が紹介した本があれば、普
段図書館を利用しない学生も図書
館を利用し本を読むきっかけにな
るのでは、という考えから

本学は教師と学生との距離が近い。

～企画理由～

2017年12月 第1回 展示

反省点
①紹介していただく先生方の
専攻に偏りが出た。
②紹介文の形式を決めていな
かったため、紹介文の文字数
が先生によって異なった。
③棚が地味で目を引くものに
ならなかった。
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①予め専攻ごとに先生方の人
数を決め、バランスを取った。
②紹介文の文字数を一冊あた
り５０字程度で統一してお願
いした。
③POPと共に先生方の顔写
真も掲示。
④POPのデザインを工夫し
た。
（なるべく手書きでの作成を
心掛けた）

２０１８年９月6日、7日
第8回大学図書館学生協働交流
シンポジウムで発表

2018年4月 第1回の改善

企画経緯から作成、反省及び改善までの
流れについて発表しました。

２０１８年10月 第2回着手

第1回からの改善を踏まえて
①前回とは異なる先生方及び大学職員の方、計8名に依頼
②先生方にお渡しする書類を作成

・企画参加へのお願い及び企画概要
・写真使用同意書
・オススメ本紹介文記入用紙

③先生１名につきサポーター２名の担当制
④選書期間は２週間、1人2冊ずつ選書
⑤紹介文は1冊につき50文字程度
⑥作成したＰＯＰは先生方に確認
→確認後、問題点があれば修正
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2018年12月 第２弾 展示

第8回大学図書館協働交流シン
ポジウムで発表した内容に加え
て、第一弾の反省から第二弾の
企画着手について報告しました。

2018年10月31日 第3回全国学生協働サミットで発表

悪戦苦闘しながら始まった企画ですが、「先生方
へのアポ取りに苦労したが、楽しかった」「他の
テーマでPOPを展示しているときより、周りからの
反響が大きかった」といった声がサポーターからあ
がっています。
そして参加してくださった先生方から「紹介した

本が貸出中になっているのを見て嬉しくなった」
「他の先生方にも参加してほしい」などの嬉しい感
想や「次は自分も参加したい」と参加希望してくだ
さる先生方もいらっしゃいました。

企画を通して

第1回の時よりもス
ムーズに作業が進
み、にぎやかで目
を引く充実した棚
にすることができ
ました。



第８回大学図書館学生協働交流シンポジウム
in広島大学 2018.9/6〜７

事例発表とポスターセッション
では、「先生オススメ本棚」の実
行と反省、次回への展望について
発表し、他大学から感想を頂き、
今後の参考にもなりました。
また、他大学の発表も沢山聴く

ことができました。私達にはない
アイデアに触れることができ、大
変勉強になりました。

ワークショップでは、他大
学の方々と5人程度のグルー
プを作り、「みんなで考えよ
う！ ―活動の悩み・企画提
案」というテーマに沿った議
論と発表を行いました。
初対面の方々とのディス

カッションは緊張や遠慮もあ
りましたが、全員が持つ「図
書館を盛り上げたい」という
一つの思いが集まり、充実し
た時間を過ごすことができま
した。
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第3回全国学生協働サミットin パシフィコ横浜
2018.10/31〜11/01

学生協働サミットでは、「先生オ
ススメ本棚」の実行と反省、改善に
ついて発表しました。
本学の図書館サポーターの活動を

多くの方々に知って頂くことはもち
ろん、発表を通じて私達自身の活動
を振り返るという点においても身に
なる発表でした。
また他大学の発表も聴くことがで

き、たくさんの良い刺激を受ける時
間となりました。

図書館総合展会場は多くの人で賑わっていました。図書館に関わる企業
の展示や講演、グッズ販売などもあり、本好きにとって見所溢れる会場
となっていました。

学生協働サミットの他、各企業のフォーラムにも参加しました。
その中の1つTRC図書館流通センター様のフォーラムでは、
「電子図書館」に関することについて紹介され、図書館の未来
や多様性、デジタル化の必要性について学ぶことができました。
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←ライちゃんはキャラクター
グランプリに参加しました！



図書館案内図作成 2018.7

図書館内の1〜4階の案
内図を作成しました。
各階の設備や本のジャン

ルが利用者にすぐ分かるよ
うに、イラストをメインに
文章を少なくし、色分けす
ることで、一目で分かるよ
うに工夫を施しました。

オープンキャンパスでの図書館案内

オープンキャンパスでは、大
学図書館を高校生やその保護者
の方に案内する活動をしていま
す。学生が主に使うスペースや
そこでの注意点など、学生目線
での利用法を伝えています。学
部によって主に利用する階は違
うため、希望する学部に合わせ
て案内しています。
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←見学者などにプレゼント
しているライちゃん栞



本の修理体験講座 ２０１９．３/１５

図書館サポーターの希望により
図書館でキハラ株式会社様の「本
の修理講習会」が実現しました。
〈ハードカバーの劣化した部分を
取り除き、取り換える〉言葉にし
てしまえば簡単な作業ですが、装
丁と本文の間の隙間に細かいパー
ツが重なり合っていたり、パーツ
毎にしっかりと裏表が決まってい
たりする為、カッターを通したり
ノリ付けをするといった単純作業
ですら神経を使いました。
本が破損した場合どこを修繕す

ればよいのかということは普段は
なかなか学べず、ましてや実践す
る機会がないことを学べる大変貴
重な機会でした。

図サポ ポロシャツ

図書館サポーターは、
「図サポポロシャツ」を着
用して活動しています。そ
のポロシャツを2018年に
リニューアルしました。
これまで何も描かれてい

なかったポロシャツの背中
部分に、2017年度の部長
がデザインしたライちゃん
が登場しました。
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チームビルディング研修 2017.12/9〜10

学内サポーター、委員会等に所属する学生を対象とし〈所属する
チームの目標を確認すること〉〈チームの一員として自分がどうあ
るべきか考えること〉が目的の研修です。
私達も2日にわたるこの研修に参加しました。これからの活動の

見通しがついた研修になりました。

学びと成長の軌跡発表会 2018.6/16

学内の様々な団体
が集まり、それぞれ
の団体がこれまでの
活動を通しての学び
と今後のビジョンを
発表しました。
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他団体の活動内容を知り私達の参考にすること、団
体同士の繋がりを作ること等が実現しました。同時に
これからの活動の指針を作ることにも繋がりました。



学校行事への参加

礼拝

ミッションスクールである梅光学院大
学は、毎日礼拝が行われており、学生
や教職員も前に立ってお話をします。
図サポも年に1回程度活動報告を兼ね
てお話をしています。

LUCIS祭（大学祭）2018.11/17〜18

クリスマスツリー設置

12月に学校のイベントとの共同
で図書館にクリスマスツリーを飾り
ました。
綺麗に飾り付けができ、イベント

の盛り上げの後押しになりました。
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毎年チュロスを販売しています。前年
に売り切れるのが早かった為、今回は量
を増やしての販売となりました。
量も多く、始めは厳しいかに思えまし

たがそこは流石のサポーター。連携や協
働をしっかり活かして用意していたチュ
ロスを無事に完売することができました。



年間スケジュール

• チームビルディング研修
• 「第１回先生のオススメ本」

を設置

• NDC4分類POP棚作成
• 礼拝発表

• 図書館案内図作成
• NDC4分類POP棚設置

2017

2018
• オープンキャンパス
• 「第１回先生のオススメ本」に

手を加える

• 新入生歓迎会（ミニビブリオバトル）
• 学びと成長の軌跡発表会に参加
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• 図書館案内図作成
• NDC4分類POP棚設置

• オープンキャンパス
• シンポジウム用の資料作成

• 第8回大学図書館学生協働交
流シンポジウム＠広島大学に
参加

• 「第2回先生のオススメ本」の準備
• 第3回学生協働サミット＠横浜に

参加

• LUCIS祭に参加
• 「第２回先生のオススメ本」

設置

• クリスマスツリー設置
• チームビルディング研修に参加
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私は、図書館サポーターに入って、本がさらに
好きになりました。また、他の大学のサポーター
さんと交流する機会もあったため、本だけでなく
図書館にも魅力を持つことができました。
本当に参加して良かったと思いました。

三河内 雄基

図書館サポーターとして、あまり多くの活動
には参加できませんでしたが自分なりにできる
ことをしてきました。 自分の得意なことを活か
して少しは貢献できたと思っています。
図書館サポーターを通して多くのことを学べ

ましたのでとてもよかったです。
黒木 珠里愛

本や図書館が好きで入った図書館サポーター
でしたが、入ってから色々な経験をすることが
できました。人と一緒に本や図書館について考
えることができたのは楽しかったです。
活動を支えてくれた方々に感謝しています。

長谷川 樹莉

活動に多くは参加できませんでしたが、
少しの時間でも案内図の制作や文化祭での
古本販売などでみんなと協力し、図書館
サポーターの一端を担うことができたのは
よい経験になりました。

吉武 寛海

私は、オープンキャンパスでの図書館の解
説、オススメ本棚のPOP作成を行いました。
オープンキャンパスでは人との接し方を、

POP作成ではどのように紹介すれば人の目に
留まるのかを学ぶことが出来ました。

溝上 凜太朗
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4年生の
振り返り



本や図書館を通してたくさんの経験をすることがで
きました。3年生から部長という役職にもつき、楽しい
と感じる時間と同じくらい大変だと感じることもあり
ました。しかし辛かったことも含めて図書館サポー
ターでいられて良かったと思います。そしてこの活動
は決して一人でできるものではありません。共に活動
し、支えてくださった皆様に心から感謝いたします。
ありがとうございました。

上野 智美

先生のオススメ棚や十進分類法の棚を作る作業
を経験していくうちに、「自分の知らない本」に
ついてPOPを作る難しさを痛感しました。
本をしっかりと読みこみ、絵や文字で相手に面

白さを伝えること。単純だけれど難しいこのこと
について、改めて考えられたのもここで学べたも
のの一つです。

秋本 剛輝

私は図書館サポーターを務めることで沢山の
出会いや、沢山の関わりを得ました。この繋がり
や経験を次のステップに活かせるようこの学びを
忘れず、しっかり前進していきます。
最後に、サポーターを応援してくださった皆様、

ありがとうございました。
村上 雄大

「本・図書館が好き」という簡単な動機で、図書館
サポーターに入部しました。活動内容は、想像以上に
濃いもので、大好きな本や図書館について様々な角度
から関わることができたと思います。
とはいえ、図書館サポーターにできることはまだ

沢山あると思います。後輩の皆さんには、ぜひ変化を
恐れず挑戦を続けて欲しく願っております。

沖 香純
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今年も無事に本誌を作成することができました。作成を進
めながら今までの活動を振り返ってみると、思っていた以上
に自分たちが活動してきたことに驚きを覚えました。
しかし、やりたいことをやるには多くの時間が必要で、や

りたかったのにできなかったこともまだまだあります。そん
な私たち4年生の思いを後輩たちが引継ぎ、今まで以上に活動
していってくれることを願います。
最後になりましたが、図書館サポーターを支えてくださる

全ての皆様に心より感謝申し上げます。これからも図書館サ
ポーターの活動を見守っていただければ幸いです。

あとがき
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